
こうさ広 報

No.560
March 2016

地域で支える防災への備え
【まちの話題】船津区で自主防災訓練を実施

３
CONTENTS

●03・お知らせ　国民健康保険被保険者証の交付は３月22日から

●04・こうさの話題　甲佐中女子チームがロボコン全国大会で特別賞　

●06・町からのお知らせ　国民年金の学生納付特例制度について

●08・私のおすすめ図書　杉本 彩音さん（緑町区）

●18・Kosa Style　町選挙管理委員会委員長・益田 信篤さん（下田口区）



2Public Relations KOSA
March 2016 

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）」
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
後

発
医
薬
品
と
も
呼
ば
れ
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
後
に

販
売
が
許
可
さ
れ
る
医
療
用
医
薬

品
の
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
に
、
先
発
医
薬
品
の
開

発
に
は
、
長
い
時
間
と
多
く
の
費

用
が
掛
か
り
ま
す
が
、
特
許
期
間

中
は
、
開
発
メ
ー
カ
ー
が
独
占
的

に
先
発
医
薬
品
を
製
造
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
特

許
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
、
ほ
か
の

メ
ー
カ
ー
も
同
じ
主
成
分
の
薬
を

作
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
、

研
究
開
発
費
に
掛
か
る
費
用
が
少

な
く
て
済
む
こ
と
か
ら
、
先
発
医

薬
品
よ
り
も
安
く
提
供
で
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
承
認
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
薬
で
す

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
先
発
医

薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
を
同
量
含

ん
で
お
り
、
同
等
の
効
能
や
効
果

が
得
ら
れ
る
」
と
認
め
ら
れ
た
医

薬
品
で
す
。
先
発
医
薬
品
と
同
様

の
安
全
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
の
承
認
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
信
頼
で
き
る
薬
で
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
成
分
以
外
の
添

加
剤
は
、
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
微
妙

な
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
財
政
の
健
全
な
運
営
の

た
め
ご
協
力
を

　

町
で
は
、
医
療
費
適
正
化
の
取

り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
提
示

す
る
こ
と
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
お
配
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

町
国
民
健
康
保
険
で
の
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
数
量
シ
ェ
ア
率
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
26
年

度
平
均
は
53.4
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
ご
家
庭
の
負
担

を
減
ら
し
、
ひ
い
て
は
、
町
国
保

全
体
の
医
療
費
の
抑
制
と
併
せ
て

国
民
健
康
保
険
税
の
上
昇
抑
制
も

期
待
で
き
ま
す
。
特
徴
や
メ
リ
ッ

ト
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲

お問い合わせ先
　町住民生活課
　TEL096‒234‒1113（内線106）
　 klg204@town.kosa.lg.jp

　医療機関などの窓口で提示することでジェネリック医
薬品を希望することができる「ジェネリック医薬品希望
カード」をお配りしています
　また町では、国民健康保険加入者の皆さんに「ジェネ
リック医薬品」の差額通知を年に２回お送りしています。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
医
療
機
関
窓
口
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

薬
代
が
安
く
な
る
！

　
家
計
が
助
か
る
！

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
活
用
を
！

国
民
健
康
保
険

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」
と
は
、

「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
後

に
製
造
・
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、
新
薬
に
比
べ
て

開
発
費
用
が
低
く
、
価
格
も
新
薬
よ
り
安
く
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
「
先
発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成

分
を
同
量
含
ん
で
お
り
、
同
等
の
効
能
や
効
果
が
得

ら
れ
る
」
と
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

　「ジェネリック医薬品」に切り替えたら、薬代が２～７割程度安くなります。

（例）薬代：年間15, 000円
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　3, 000円～10, 500円安くなる
　　　　　 年間4, 500～12, 000円

　特に高脂血症、高血圧、糖尿病といった生活習慣病や慢性疾患の治療薬は

継続的な服用が必要となる場合が多いので、ジェネリック医薬品に変更する

ことにより、ご家庭の負担を減らすことにもなります。

住民生活課保険係

井上　理恵係長

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差

額
通
知
を
年
２
回
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
自
分
や
ご
家
族

の
薬
代
に
つ
い
て
ご
確
認
い

た
だ
き
、
家
計
の
負
担
が
軽

く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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❖
新
し
い
被
保
険
者
証
に
必
ず

　

交
換
し
て
く
だ
さ
い

現
在
お
持
ち
の
平
成
27
年
度
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

３
月
31
日
（
木
）
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
被
保
険
者
証
に
更
新

す
る
た
め
、
下
記
の
日
程
で
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す
。
国
保
加
入
世
帯
の

人
は
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
会
場
に
、

現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証
を
必
ず
お

持
ち
に
な
り
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
複

数
人
い
る
場
合
は
、
国
保
加
入
者
全

員
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
別
世

帯
の
代
理
人
に
被
保
険
者
証
の
受
け

取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
指
定
さ
れ
た
日
程
で
交
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
後
日
、
町
住
民
生

活
課
窓
口
で
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

証
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
更
新

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
６
）

　

klg2
0
4
@
tow
n.kosa.lg.jp

３月22日（火）

午前９時～午前９時15分 上早川五区 六谷公民館

午前９時25分～午前９時40分 本坂谷区 本坂谷公民館

午前９時50分～午前10時５分 谷内区・堂ノ原区 谷内公民館

午前10時15分～午前10時30分 広瀬区 広瀬公民館

午前10時40分～午前10時55分 西原区・井戸江区（柳瀬） 西原集会所

午前11時５分～午前11時20分 小鹿区 小鹿集会所

午前11時30分～午前11時50分 上揚区・安平区・井戸江区 宮内集会所

午後１時30分～午後１時50分 上豊内区 上豊内公民館

午後２時～午後２時20分 下豊内区 下豊内公民館

午後２時30分～午後２時50分 東寒野区 東寒野公民館

午後３時～午後３時20分 西寒野区 西寒野公民館

午後３時30分～午後３時50分 岩下一区・二区 町総合保健福祉センター

３月23日（水）

午前９時～午前９時20分 中横田区（内田・庄分・立神） 町トレーニングセンター

午前９時30分～午前９時50分 下横田区 下横田公民館

午 前10時 ～ 午 前10時20分 浅井区 浅井公民館

午前10時30分～午前10時50分 中横田区（目野・宮ノ尾・中尾） 中尾公民館

午 前11時 ～ 午 前11時20分 有安区 有安公民館

午前11時30分～午前11時50分 横田区 横田公民館

午後１時30分～午後１時50分 上早川一区・二区 龍野福祉ふれあいセンター

午 後２時～午後２時20分 上早川三区・四区 龍野福祉ふれあいセンター

午後２時30分～午後２時50分 大町区 大町公民館

午後３時～午後３時30分 仁田子区・緑町区 町総合保健福祉センター

３月24日（木）

午前９時～午前９時20分 船津区 船津公民館

午前９時30分～午前９時50分 麻生原区 麻生原公民館

午 前10時 ～ 午 前10時20分 世持区 世持公民館

午前10時30分～午前10時50分 南三箇区 南三箇公民館

午 前11時 ～ 午 前11時20分 中山区 中山公民館

午前11時30分～午前11時50分 津志田区 津志田公民館

午後１時30分～午後１時50分 上田口区 上田口公民館

午後２時～午後２時20分 下田口区 下田口公民館

午後２時30分～午後２時50分 田原区 田原公民館

午後３時～午後３時20分 府領区・北原区 府領公民館

午後３時30分～午後３時50分 和田内区 和田内公民館

３月25日（金）

午前９時30分～午前９時50分 辺場区 辺場公民館

午 前10時 ～ 午 前10時20分 糸田区 糸田公民館

午前10時30分～午前10時50分 北早川区 北早川公民館

午 前11時 ～ 午 前11時20分 早川区 早川公民館

午前11時30分～午前11時50分 中早川区 中早川集会所

午後１時30分～午後１時50分 吉田区 吉田公民館

午後２時～午後２時20分 芝原区 芝原公民館

午後２時30分～午後２時50分 古閑区・八丁区・山出区 山出公民館

■平成28年度国民健康保険被保険者証の交付日程

国民健康保険被保険者証交付は３月22日（火）から
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２
月
19
日
（
金
）
熊
本
市
で
農
業

委
員
会
優
良
活
動
表
彰
が
開
催
さ
れ
、

町
農
業
委
員
会
（
宮
川
安
明
会
長
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
模
範
と
な
る
優
良
な

活
動
を
通
し
て
実
績
を
収
め
て
い
る

農
業
委
員
会
や
委
員
を
顕
彰
す
る
こ

と
で
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
県
農
業

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
県
農
業
会
議
が
主

催
。
町
農
業
委
員
会
は
、
農
地
集
積

に
向
け
て
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
農
地
の
利
用
集
積
部
門
と
新
規
就

農
者
な
ど
を
中
心
に
加
入
促
進
に
取

り
組
ん
だ
農
業
者
年
金
加
入
推
進
部

門
、
法
人
化
し
た
地
域
営
農
組
織
な

ど
に
対
し
て
農
業
新
聞
の
普
及
に
取

り
組
ん
だ
情
報
活
動
部
門
の
３
つ
の

部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　２月21日（日）船津公民館で、船津区自

主防災訓練が実施されました。

　船津区（安達満雄区長136世帯）の自主防

災組織は平成22年に町内37組織の内、５番

目の自主防災組織として設立しました。

　初めてとなる訓練では、区内で大規模なが

け崩れが起きたことを想定して実施。安達区

長が防災無線で区民に避難を呼び掛け、同公

民館に集合。その後、日本赤十字社による炊

き出し訓練も行われ、日ごろから災害に備え

る気持ちを持つことの大切さを学びました。

大会初の女子チーム受賞 
ロボコン全国大会で甲佐中が特別賞

農業振興への取り組みに表彰
町農業委員会が３部門で優良表彰を受賞

地域で支える防災への備え
２月21日（日）船津区自主防災訓練を実施

▼全国大会で特別賞を受賞した「キャラ爆 girls」チーム（写真・前列）

▲救急救命について講習を受ける船津区の皆さん

▼

積
極
的
な
農
業
振
興
活
動
が
評
価
さ
れ
た
町
農
業
委
員
会

　
１
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
創

造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
中
学
生
大
会
の
応
用
部
門

に
出
場
し
た
甲
佐
中
学
校
（
加
藤

敬
之
校
長
２
５
２
人
）
が
ベ
ス
ト

16
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
中
学
生
の
技
術
・

家
庭
科
で
学
習
し
た
知
識
や
技
能

を
生
か
し
て
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

に
関
す
る
工
夫
点
や
機
能
性
、
構

造
な
ど
を
学
び
合
い
、
創
造
性
、

知
識
、
技
能
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
全
日
本
中
学
校
技

術
・
家
庭
科
研
究
会
が
主
催
。
応

用
部
門
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
９
本
の

ロ
ー
プ
を
引
き
、
自
陣
エ
リ
ア
に

引
き
込
ん
だ
ロ
ー
プ
の

本
数
が
多
い
ほ
う
が
勝

利
す
る
対
戦
法
で
32

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。

　
同
中
の
「
キ
ャ
ラ
爆

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
」
の
松
本

妙
子
さ
ん
（
３
年
・
岩

下
一
区
）、
石
山
由
姫

さ
ん
（
３
年
・
有
安

区
）、
谷
夢
芽
乃
さ
ん

（
３
年
・
岩
下
一
区
）、

石
原
桜
さ
ん
（
２
年
・

津
志
田
区
）
は
、
試
合

で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

高
く
評
価
さ
れ
、
女
子

チ
ー
ム
と
し
て
初
の
特

別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
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　１月31日（日）宇城市で開催された、第14回

県ヴォーカルアンサンブルフェスティバルにおい

て、甲佐グリーンハーモニーと家族コーラス「左

座家」がインプレッシブプライズを受賞しました。

　同大会は、16人以下で構成されたグループで

合唱技量を競うもので、県合唱連盟と県高等学校

文化連盟音楽部が主催。県内から64団体が参加

し美声を競いました。

　甲佐グリーンハーモニーは、平成６年に本町の

活性化を図ることを目指し結成された混声合唱団。

同大会では「三つのマリアの歌」から「Salve 

Regina」を演奏しました。家族コーラス「左座

家」は、左座守さん、由紀さん、彰さん、彩音さ

んで結成された混声合唱団。「わがふるき日う

た」から「鐘鳴りぬ」を披露し、各部門の１位に

与えられる全国大会への切符も獲得しました。

　「左座家」は、３月５日（土）に嘉島町で第３

回公演会を開催予定。甲佐グリーンハーモニーは、

３月13日（日）御船町で開催される音楽祭に出

演する予定です。

　
２
月
18
日
（
木
）
町
議
会
議
場
で
、

平
成
27
年
度
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
本
町
の
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
町
が
実
施
。
甲
佐
中
学

校
（
加
藤
敬
之
校
長
２
５
２
人
）
の

生
徒
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
徒
代
表
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た

野
仲
希
望
く
ん
（
２
年
・
船
津
区
）

が
前
半
の
議
長
に
、
山
本
瑠
梨
夏
さ

ん
（
２
年
・
上
早
川
四
区
）
が
後
半

の
議
長
と
し
て
議
事
を
進
行
。
子
ど

も
の
視
点
で
考
え
る
町
の
課
題
や
将

来
像
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
案
な
ど

が
町
執
行
部
に
出
さ
れ
、
町
議
会
の

一
般
質
問
と
同
じ
形
式
で
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　2015年度県農業コンクール大会の経営体

部門で宮川安明さん・ヒロミさん（下田口

区）が優良賞を受賞しました。

　同コンクールは、豊かで住みよい農村地域

の振興発展に積極的に取り組む農業経営者や

企業を表彰し、県内の農業や農村の活力ある

発展を目的として、県、県農業団体、熊本日

日新聞社が主催。宮川さんは、繁殖牛育成や

稲作において徹底したコストダウンで安定し

た経営を実現。離農農家への支援など地域農

業の維持発展に貢献したことで受賞しました。

中学生視点で見るまちづくり
２月18日（木）子ども議会を開催

農業の維持発展に貢献　
宮川安明さん・ヒロミさん（下田口区）

▲優良賞を受賞した宮川安明さん・ヒロミさん（下田口区）

美声が響きダブル受賞 
甲佐グリーンハーモニー・家族コーラス「左座家」

▲県ヴォーカルアンサンブルフェスティバルで、インプレッシブプライ
ズを受賞した甲佐グリーンハーモニーの団員の皆さん

▼

議
場
で
町
執
行
部
に
質
問
す
る
甲
佐
中
生
徒
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町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

社会教育課　TEL 096‒234‒2447( 内線 324) klg110@town.kosa.lg.jp

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)  klg106@town.kosa.lg.jp

■
学
生
の
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被

保
険
者
と
な
り
、
学
生
で
も
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。 

●
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
者

　
対
象
と
な
る
人
は
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生

な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
な
お
、
家
族
の
所
得
の
多
寡
は
問
い

ま
せ
ん
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
な
ど

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４

月
か
ら
翌
年
の
３
月
で
初
年
度
は
20
歳

に
な
っ
た
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

　
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予

定
の
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金

番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式

の
「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

は
、
こ
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
成
28
年

度
の
申
請
が
可
能
で
す
（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
）。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
保
険
料
の
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
熊
本
東
年

金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

・
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
４
）

　

k
lg
1
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

国民年金の学生納付特
例制度をご存知ですか

■
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化

　
事
業
を
開
催

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
教
育

や
文
化
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
自

主
文
化
事
業「
劇
団
天
然
木
」の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
公
演
を
３
月
19
日
（
土
）
に
開

催
し
ま
す
。

　「
劇
団
天
然
木
」
と
は
、
山
都
町
在

住
の
家
族
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た

劇
団
で
、
自
作
自
演
の
出
前
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
学
校
や
敬
老
会
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
上
演
し
て
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
事
前
の
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
３
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
開
場
、
午
前
10
時
15
分
開

演▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
演
目

・「
ど
け
い
く
な
」（
上
演
時
間
20
分
）

　
14
年
前
に
田
舎
の
祖
母
の
家
を
訪
ね

た
タ
マ
コ
。
偏
屈
で
怒
り
っ
ぽ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
意
地
っ
張
り
な
孫
の
夏
の
思

い
出
を
描
い
た
２
人
芝
居
で
す
。

・「
死
神
」（
上
演
時
間
50
分
）

　
借
金
ま
み
れ
の
男
・
ゲ
ン
の
前
に
現

れ
た
２
人
の
死
神
。
彼
ら
に
教
わ
っ
た

呪
文
を
唱
え
る
と
…
。
 

も
と
は
グ
リ
ム
童
話
と
も
イ
タ
リ
ア

の
オ
ペ
ラ
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
物
語

は
、
江
戸
時
代
か
ら
落
語
家
に
よ
っ
て

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
続
け
、
特
に
、
落
語
の

噺
（
は
な
し
）
の
「
落
ち
」
の
部
分
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る

こ
と
で
有
名
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　（
内
線
３
２
１
）

　

k
lg
1
1
0
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

３月 19 日（土）開催
ミュージカル公演
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産
業
後
継
者
育
成

町産業振興課　TEL 096‒234‒1176( 内線 156) klg206@town.kosa.lg.jp

男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 241）　 klg202@town.kosa.lg.jp

■
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

　
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

　
内
閣
府
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
に
基
づ
き
、
第
４
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
定
め
ま
し
た
。
同
計

画
で
は
、「
目
指
す
べ
き
社
会
」と
し
て
、

次
の
４
つ
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

【
目
指
す
べ
き
社
会
】

①
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
、

多
様
性
に
富
ん
だ
豊
か
で
活
力
あ
る
社

会
。

②
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
。

③
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
が
変
革
さ
れ
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
が
実
現
す
る
社
会
。

④
国
際
的
な
評
価
が
得
ら
れ
る
社
会
。

　
改
め
て
強
調
し
て
い
る
主
な
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
基
本
計
画
の
強
調
ポ
イ
ン
ト
】

①
女
性
が
活
躍
す
る
上
で
は
、
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
か
ど
う

か
が
鍵
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
時
間
勤

務
や
転
勤
が
当
然
と
さ
れ
て
い
る
男
性

中
心
の
働
き
方
な
ど
を
前
提
と
す
る
労

働
慣
行
な
ど
を
変
革
す
る
こ
と
。

②
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参

画
拡
大
に
向
け
、
女
性
採
用
・
登
用
の

推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
や
将
来
指
導

的
地
位
へ
成
長
し
て
い
く
人
材
の
層
を

厚
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
。

③
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
女
性

に
つ
い
て
も
、
き
め
細
や
か
な
支
援
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
の
施
策
を
盛
り
込

ん
で
い
る
こ
と
。

④
防
災
・
復
興
関
連
施
策
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
。

⑤
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

⑥
国
際
的
な
規
範
・
基
準
を
尊
重
す
る

こ
と
。

⑦
地
域
に
お
け
る
推
進
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策
協
議

会
（
宮
本
修
治
会
長
）
で
は
、
独
身
男

女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
結
婚
活
動

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

 

■
第
４
回
交
流
会
を
熊
本
市
で
開
催

　
２
月
14
日
（
日
）
熊
本
市
南
区
で
、

第
４
回
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
14
人
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に

ち
な
ん
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
と

ク
ッ
キ
ー
作
り
に
挑
戦
。
男
女
ペ
ア
を

組
ん
で
楽
し
く
調
理
し
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ

作
業
ま
で
行
い
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
昼
食
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
お
互
い

の
相
手
を
交
代
し
な
が
ら
交
流
を
楽
し

み
、
後
半
に
は
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

●
交
流
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
声

・
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
笑
顔
も

　
多
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
イ
ベ
ン

　
ト
内
容
も
良
か
っ
た
の
で
、
ま
た
参

　
加
し
た
い
で
す
。（
女
性
）

・
十
分
交
流
で
き
ま
し
た
。
年
内
に
は

　
お
相
手
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
い

　
ま
す
。（
女
性
）

・
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
楽
し
い
会
話

　
が
で
き
ま
し
た
。
連
絡
先
も
交
換
で

　
き
ま
し
た
。（
男
性
）

  

●
「
Ｉ
＆
愛
」
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　
あ
な
た
も
「
Ｉ
＆
愛
」
に
登
録
し
て

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
登
録
者
に
は
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル

で
次
の
交
流
会
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
20
〜
49
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策
協

　
議
会
事
務
局
（
町
産
業
振
興
課
内
）

・ 

交
流
会
「
Ｉ
＆
愛
」
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
TEL
０
８
０
‐
１
７
０
５
‐
５
３
３
９

　（
事
務
局
・
藤
本
）

・
交
流
会
「
Ｉ
＆
愛
」
専
用
メ
ー
ル

kosa.hu-kouryukai@
docom

o. ne.jp

男女が共に活躍できる
社 会 を 目 指 し て

男女がお互いに支え合い尊重することが大切

チョコ作りで楽しく交流した参加者たち

「Ｉ＆愛」交流会で
３組のカップル誕生
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『1Q84』（村上 春樹著）

杉本 彩音さん
〔緑町区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

2001年、ジャーナリストの太

刀洗万智は、雑誌の海外旅行特

集の仕事を受けてネパールに向

かった。現地の少年にガイドを

頼み取材しようとした矢先、王

宮で王族殺害事件が勃発する。

取材を開始した太刀洗の前に、

さらなる事件が起こる…。実際

に起きた事件を題材にした壮大

なミステリーで、深い余韻を味

わえるラストが見事な作品です。

東京創元社

小説

実際の事件を題材にしたミステリー
米澤 穂信著 /『王とサーカス』 

読むだけでぐっすり眠れる魔法の絵本
カール＝ヨハン・エリーン著 /『おやすみ、ロジャー魔法のぐっすり絵本』 

秘伝の技を次世代に引き継ぐ職人
『調べてみよう！日本の職人伝統のワザ⑦季節・行事の職人』

「日本の伝統文化ってなんだろ

う」、「職人とはどんな人だろ

う」、「伝統文化を守るためにで

きることは」世界に誇る日本の

伝統文化。その中から羽子板・

ひな人形・こいのぼり・花火を

取り上げ、伝統文化の基礎や歴

史、仕事の様子や職人の作品な

どを豊富な写真で分かりやすく

解説。子どもから大人まで読ん

で楽しめるおすすめの１冊です。

学研教育出版

教養・娯楽

最期の時まで夫婦仲良く元気に

暮らせたら、これほど幸せなこ

とはない。ノンフィクション作

家の著者が、日本全国の90歳

以上の元気な夫婦を訪ね、食・

運動・生活習慣などご長寿の秘

密に迫る。また、専門家への取

材で明らかになった「２人で健

康長寿」の真実も興味深い作品。

100歳を目指して、今日から始

められる生活の知恵が満載です。

中央公論新社

一般書

夫婦で長生きするための知恵をご紹介
本岡 典子著 /『100歳夫婦力！』

アメリカ、イギリス、フランス

などで評判の世界的ベストセ

ラー。読み聞かせるだけで、子

どもがすぐ眠る心理学的効果が

実証済みのまったく新しい「絵

本」です。自然に眠くなるよう

「ここを強調して読み、ここで

あくびするように」などの読み

手への細やかな指示が入ってい

ます。子どもの寝かし付けに一

度試してみてはいかかでしょう。

飛鳥新社

児童書

主人公の天吾と青豆は、1984年４月
にそれまでと少し違う世界「1Q84年」
に迷い込む。そこで起こるさまざまな
出来事や試練に立ち向かっていく。

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

国立療養所菊池恵楓園「社会交
流会館」を視察して

　１月26日（火）町民大学を開催し、

国立療養所菊池恵楓園（合志市）に

ある社会交流会館を視察しました。

　同館には、ハンセン病療養所と外

界を遮ってきたコンクリート製の

「隔離の壁」がそのまま展示されて

いました。壁には直径 10㌢程で大

人の目線ほどの高さにあるものと、

下から 15㌢ほどの所にある小さめ

の穴が２個所ありました。外の世界

を少しでも見たいという思いで開け

られたものでしょうか。

　入所者が１人２畳という空間で暮

らしていた状況を再現した展示の中

には、園内で子どもをもうけること

ができなかった夫婦が子ども同様に

かわいがっていた人形の展示もあり

ました。受講生は「こぎゃん人形ば

見ると涙がでてくるね」と話し、病

気とともに生き、それを乗り越えて

きた人々の歴史を感じました。

　ハンセン病は、1873 年（明治６年）

ノルウェーのハンセン医師が発見し

た「らい菌」という細菌による感染

症です。皮フや末梢神経が侵される

病気ですが、治療を早期に行うこと

で知覚障がいや運動障がいなどは起

こりません。非常に感染しにくく、

抵抗力があまりない状態でたくさん

の菌に繰り返し触れる機会でもなけ

れば日常生活では感染しません。

　ハンセン病への偏見や差別をなく

すためには、認識を改め病気につい

て一人ひとりが考えていかなければ

なりません。

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
１
月
26
日
（
火
）
町
民
大
学

は
、
合
志
市
の
国
立
療
養
所
菊

池
恵
楓
園
社
会
交
流
会
館
（
歴

史
資
料
館
）
視
察
と
Ｊ
Ａ
植
木

ま
つ
り
見
学
を
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
50
人
は
、
社
会
交
流

会
館
（
歴
史
資
料
館
）
で
当
時

の
施
設
や
入
所
者
の
生
活
様
式

な
ど
の
展
示
を
視
察
。
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の

実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
心

を
痛
め
、
改
め
て
人
権
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

　
午
後
に
訪
れ
た
県
農
業
公
園

（
同
市
）
の
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り

の
会
場
は
県
内
各
地
の
Ｊ
Ａ
か

ら
集
め
ら
れ
た
庭
木
や
花
、
鉢

物
な
ど
約
１
２
０
万
点
の
出
品

や
各
地
の
特
産
品
の
野
菜
や
果

物
な
ど
が
並
び
大
に
ぎ
わ
い
。

受
講
生
は
、
数
多
く
の
展
示
即

売
品
の
中
か
ら
目
当
て
の
品
を

購
入
し
た
り
各
地
の
珍
味
な
ど

を
試
食
し
た
り
し
て
、
ま
つ
り

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
（
金
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
27
年
度

第
２
回
甲
佐
町
公
民
館
運
営
審

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
は
、
公
民
館
に
お

け
る
各
種
の
事
業
の
企
画
実
施

に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
も
の

で
、
甲
佐
町
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
に
よ
る
公
民
館
の
活
動

状
況
や
、
平
成
28
年
度
の
町
民

大
学
や
公
民
館
主
催
講
座
な
ど

の
公
民
館
運
営
案
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
向
け
事
業
へ
の
取
り
組
み
が

こ
れ
ま
で
乏
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
審
議
の
結
果
、
子
ど
も
や

そ
の
保
護
者
の
参
加
を
促
す
出

前
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

植
木
ま
つ
り
を
見
学

▼

町
民
大
学

町
公
民
館
運
営
審
議
会

▼

公
民
館

▲療養所に残る資料を視察し当

時の歴史を振り返る受講生

▲庭木や花きなど目当ての品を

購入しまつりを楽しむ受講生

▲

町公民館からのご案内

町民大学 ｢講演 ･閉講式｣

●日時

　３月24日（木）午前10時

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●内容

・講演会

　演題　「健康づくりのポイント

　～筋トレ脳トレ、メタボをとり

　ましょう～」

　講師　中川保敬さん（熊本大学）

・閉講式

※ どなたでも参加できますので、

皆さんお誘い合わせの上、たく

さんの参加をお待ちしています。

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
▲

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
外

界
を
分
け
た「
隔
離
の
壁
」
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❖
健
診
結
果
を
活
用
し
て
ま
す
か

　
皆
さ
ん
は
、
町
や
会
社
の
健
康
診
断

を
受
診
し
て
い
ま
す
か
。

　
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
平
成

26
年
度
特
定
健
診
受
診
率
は
44
・
５
㌫

で
す
。
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
は
い

る
も
の
の
、
国
が
目
標
と
し
て
い
る
受

診
率
60
㌫
に
は
ま
だ
ま
だ
及
び
ま
せ

ん
。
健
康
診
断
は
受
け
て
い
て
も
、
な

か
な
か
そ
の
健
診
の
結
果
が
生
活
習
慣

の
改
善
へ
と
結
び
付
い
て
い
な
い
こ
と

が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
毎
年
健
診
を
受
診

し
て
い
る
奥
名
克
美
町
長
に
過
去
５
年

分
の
健
診
結
果
か
ら
保
健
指
導
を
行

い
、
現
在
の
自
身
の
体
の
イ
メ
ー
ジ
化

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

﹇
健
診
結
果
を
基
に
、
保
健
師
か
ら
保

健
指
導
を
受
け
て
気
付
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
﹈

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
と
き
に
一
度

は
説
明
を
聞
い
た
は
ず
だ
け
ど
、
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
今
日
、
保
健
指
導
を
受
け
て
自
分

の
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
か
ら
、
今

ま
で
と
は
違
い
ま
す
ね
。
健
診
結
果
を

見
て
も
自
分
で
は
判
断
で
き
ず
に
、
た

だ
「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
の
判
定
だ
け
を
見

て
安
心
し
て
い
ま
し
た
。
過
去
５
年
間

の
健
診
結
果
の
数
字
の
変
化
を
見
て
判

断
し
な
い
と
い
け
な
い
と
分
か
り
ま
し

た
。
健
診
を
続
け
て
受
診
し
て
、
結
果

が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か
を
見

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

﹇
ご
自
身
の
体
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
﹈

　
体
重
の
変
動
が
大
き
い
で
す
ね
。

太
っ
た
り
や
せ
た
り
。
今
が
１
番
太
っ

て
い
て
、
過
去
５
年
分
で
み
て
１
番
健

診
結
果
が
悪
い
と
き
と
現
在
の
検
査
値

が
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
生

活
習
慣
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。

﹇
本
町
の
健
診
結
果
の
特
徴
と
し
て
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
群

が
多
い
、
腹
囲
が
大
き
い
、
飲
酒
量
が

多
く
、
血
糖
値
の
高
い
人
が
多
い
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
﹈

　
１
日
２
食
だ
っ
た
け
ど
、
体
重
や
血

糖
値
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
私
も
１

日
３
食
に
し
て
み
ま
す
。
飲
み
会
の
機

会
が
多
い
の
で
そ
の
対
策
も
必
要
で
す

ね
。
体
を
鍛
え
る
の
は
好
き
な
の
で
、

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
を
も
っ
と
利
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

﹇
適
正
体
重
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
う

い
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
か
？
﹈

　
有
酸
素
運
動
を
実
践
し
て
み
ま
す
。

こ
れ
も
習
慣
に
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
、
自
分
が
継
続
し
て
で
き
る
よ
う
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
上
手
く
利
用
し
ま

す
。

❖
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
町
で
は
、
４
月
に
平
成
28
年
度
の
健

康
診
断
受
診
希
望
者
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　
健
診
を
受
診
し
た
町
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

に
は
、
町
保
健
師
が
健
診
結
果
を
説
明

し
生
活
習
慣
の
改
善
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。
社
会
保
険
被
保
険
者
の

方
で
も
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
健
診
や
保
健
指
導
を
受
け
て
、
ご
自

身
の
体
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
現
状
を

イ
メ
ー
ジ
し
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
皆
さ
ん
の
健
康
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
自

分
の
体
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

町
保
健
師
は
皆
さ
ん
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す

あ
ゆ
み
だ
よ
り

健診 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

皆さんは毎年健診を受診しその結

果をしっかり確認していますか。

町の健診では、健診結果を基に保

健師がそれぞれに合った健康づく

りのアドバイスをします。自身の

体の状態を把握し生活習慣病を予

防して健康な生活を送りましょう。

今月の「あゆみだより」は

清田 真理 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
３月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（水） 積み木遊び

４日（金） 手形・足形遊び

７日（月） 戸外遊び

９日（水） シャボン玉遊び

11日（金） 誕生会（要予約）

14日（月） お絵かき

16日（水） 砂場遊び

18日（金） ブロック遊び

23日（水） 散歩

25日（金） 折り紙遊び

28日（月） 支援閉所式（お別れパーティー）

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

３・４月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　３月17日（木）　午前９時

　　４月21日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　３月17日（木）　午前10時

　　４月21日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　４月８日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　３月８日（火）　午後１時

　 ３歳児健診

　　３月８日（火）　午後１時20分

　 日本脳炎予防接種

　　４月22日（金）　午後１時30分

　　４月25日（月）　午後１時30分

　　４月26日（火）　午後１時30分

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

４日（金） クラスに入ろう

18日（金） 一年間お世話になりました

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

11日（金） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

石橋 柚
ゆず

奈
な

 ちゃん（１歳）

　母・奈於 さん

　（上早川二区）

　これからも元気いっぱい

　すくすく育ってね♡

平下 宝
た か ら

者多 くん（１歳）
　母・富美香 さん

　（芝原区）

　わんぱくまっさかりです

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
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▼
告
示
日

 

▼
投
票
日

▼
投
票
時
間

▼
準
備
物

期
日
前
投
票

 
▼
期
日
前
投
票
の
投
票
日

 

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
時
間

 

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
場
所

 

▼
期
日
前
投
票
の
持
参
物

不
在
者
投
票

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

３月６日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

３月13日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111

３月20日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

３月27日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

ｉ
お
知
ら
せ

県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は

３

月

27

日
（

日

）

で

す

家

庭

用

可

燃

ご

み

袋

が

４

月

か

ら

変

わ

り

ま

す

児

童
・

生

徒

に

対

す

る

就

学

援

助

費

制

度

町税などの滞納処分（１月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 １件

動 産 差 し 押 さ え 13点

交 付 要 求 １件

換 価 額 145,820円

tax
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
平
成
27
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 192,010 △33,880 △8,330

資 源 ご み 16,750 △7,310 △6,490

粗 大 ご み 2,720 △3,070 △1,220

合 計 211,300 △44,260 △16,040

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ０ （△１）

死 者 ０ （△１）

傷 者 ０ （０）

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 １ （１）

原 野 ０ （△１）

そ の 他 ０ （０）

合計件数 １ （０）

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

今回は少し趣を変え、各地域

に残っている伝説の一部を取り上

げてみたいと思い、『新甲佐町史』

の中の麻生原の「金八森」につい

てご紹介します。

阿蘇大明神は、いつも家来の

金八等を連れて山野を駆け巡り、

獲物を捕っていました。

ある時、獲物 99 頭を捕まえ、

あと１頭というところで大明神が

休んでいるのを見た金八は、弓を

つま先に挟んで投げてしまいま

す。それを見た大明神は怒って猿

の大群で金八を攻め、逃げ出した

金八を緑川まで追ってきました。

そこで大明神は、かっぱの大

群に川の中に引きずり込まれ前に

進めなくなりました。これを見た

甲佐岳の猿王は、猿の大群を連れ

戦に参加し大明神を助けました。

戦に敗れたかっぱたちは、悔

しくて火の玉になり津志田の河原

でぶつかり合っていました。それ

を見て村人たちは哀れに思い、ひ

そかに山の中に巨石を埋め、霊を

慰めお参りをするようになったそ

うです。

今でも毎年７月１日には、村

人によって「金八まつり」が行わ

れているといいます。そのおかげ

か川で溺れる者がいなくなったそ

うです。浅井にある猿王堂はその

名残だということです。

昔は森だった場所が、今は車

が行き交う道になっているなん

て、きっと驚いているのではない

でしょうか。

甲佐町の文化財探訪　～第 32回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

▲

猿
王
と
か
っ
ぱ
の
戦
い
の
様
子

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　 klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「麻生原の金八森」　石坂妙 町文化財保護委員（吉田区）
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▼
相
談
窓
口

TELTELTEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
改
定
後
の
最
低
賃
金

▼
効
力
発
生
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

講
座

開
催
日
時

会
場

募
集
人
数

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

受
験
資
格

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

●
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

試
験
日

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

●
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

ｒ
募
集

町
民
セ
ン
タ
ー
の
交
流
事
業
の

参

加

者

を

募

集

し

ま

す

平
成
28
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

農

地

を

貸

し

た

い

人
・

借

り

た

い

人

を

募

集

３月19日（土）甲佐町陸上教室に参加して10マイルの記録に挑戦しよう

■３月19日（土）甲佐町陸上教室を開催

　町教育委員会では、町民などに走る楽しさを体感してもらうことで、体力の

向上や参加者同士の交流を深めることを目的に、甲佐町陸上教室を開催します。

　講師の三津谷祐さんによる陸上指導や参加者全員がリレー形式で10マイル

をつなぎ、10マイル公認ロードレース大会の記録に挑戦も行われますので、

多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

●開催日時　３月19日（土）午後１時30分

●会場　甲佐中学校グラウンド（雨天時は同中体育館）

●講師　三津谷祐さん（元陸上世界選手権10,000㍍、5,000㍍日本代表）

●対象者　小・中学生、高校生、一般（町外からの参加も可）

●参加料　無料

●申し込み期限　３月14日（月）

▼お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447　 klg110@town.kosa.lg.jp

Sports

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使

用

者

も
、

労

働

者

も

ｉ
お
知
ら
せ

ハ
ン
セ
ン
病
和
解
一
時
金
の

申
請
は
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
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●
医
科
・
歯
科
幹
部

①

②

試
験
申
し
込
み
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
、
歯
科
・

薬
剤
科
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

①

②

入
隊
（
校
）
時
期

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
、
歯
科
・

薬
剤
科
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

　
①

②

お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
公
開
日
・
会
場

▼
入
場
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
ツ
ー
・
ロ
ッ
ク
で
盗
難
防
止

㌫

▼
自
宅
や
学
校
で
も
必
ず
施
錠

㌫

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～３月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447　 klg110@town.kosa.lg.jp

ｃ
く
ら
し
安
全

自
転
車
盗
に
は
ツ
ー
・
ロ
ッ
ク

が

効

果

的

で

す

▼期間　３月８日（火）～11日（金）

▼主催　白旗小学校

●４学年総合的な学習の時間作品展示

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

３月のアユスポ・カレンダー

　●スポンジテニス＆バドミントン

  甲佐小体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

　●卓球

　町生涯学習センター

　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

緑川グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

　●バスケットボール教室

  甲佐中体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

甲佐小体育館　土曜日　午前９時

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

バドミントン上手くなりたい。

▼

２
月
の
展
示
会

　
白
旗
小
学
校
児
童
作
品
展

バドミントン

村田善人くん
（緑町区）

塚本　楓くん
（同区）

●初市協賛作品展

▼期間　３月12日（土）～25日（金）

▼主催　甲佐町文化協会

ｅ
開
催

県
内
11
カ
所
の
装
飾
古
墳
の

内
部
を
一
斉
公
開
し
ま
す

２月21日（日）
タグラグビー教室開催

　 　

　２月21日（日）甲佐小学校体
育館で、タグラグビー教室を開
催しました。
　同教室は町内の小学生を対象
として、町教育委員会主催。タ
グラグビーとはラグビーを基に、
危険度の高いタックルを背中に
付けたタグを取ることに置き換
えたスポーツで、子どもでも安
全に楽しめます。
　教室には児童10人が参加。日
本ラグビーフットボール協会の
講師の指導の下、ラグビーの
ルールやボールの扱い方などを
習い、最後にゲームを楽しみま
した。



16Public Relations KOSA
March 2016 

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

大
雪
は
日
々
の
暮
ら
し
を
忘
れ
さ
せ
の
ん
び
り
過
ご

す
時
を
呉
れ
た
り 

緒
方　

明
美

夢
に
見
る
亡
夫
の
笑
顔
に
諭
さ
れ
て
目
覚
め
て
そ
っ

と
鏡
を
覗
く 

森
田　

房
恵

優
先
席
に
若
き
男
性
座
り
居
て
心
で
叫
ぶ
「
そ
の
席

立
て
」
と 

塚
本　

俊
子

田
の
隅
に
白
く
残
り
し
初
雪
を
両
手
に
掬
い
熱
き
息

か
く 

赤
星　

延
子

朝
起
き
て
外
は
真
っ
白
銀
世
界
近
年
に
無
く
雪
降
り

積
も
る 

赤
星　

文
子

寒
空
に
薄
紫
の
す
み
れ
咲
き
凍
て
つ
く
大
地
に
春
の

先
駆
け 

池
田
キ
ヨ
子

降
り
続
く
雪
は
庭
木
に
積
も
り
い
て
紅
葉
の
枝
の
た

わ
み
て
撥
ね
る 

上
村　

か
ず

深
々
と
雪
は
積
も
り
て
吾
が
町
は
人
影
も
無
く
静
か

に
眠
る 

塚
原　

暁
益

横
な
ぐ
り
に
降
る
初
雪
は
降
り
止
ま
ず
幻
想
的
な
狭

庭
に
見
入
る 

吉
永
由
紀
子

久
し
振
り
の
白
き
世
界
に
見
惚
れ
つ
つ
雪
掻
き
手
間

で
一
日
暮
れ
た
り 

上
村
や
す
美

久
々
に
片
付
け
を
し
た
翌
日
は
筋
肉
痛
み
体
動
か
ず

 

内
田
乃
武
子

美
し
く
死
に
た
し
里
の
菩
提
寺
の
山
茶
花
の
し
ろ
咲

き
初
め
に
け
り 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
急
ぐ
」

日
暮
れ
時
家
路
を
急
ぐ
ひ
と
り
者 

布
田　

愛
子

忘
れ
物
急
ぎ
過
ぎ
て
は
後
戻
り　

 

　

安
浪　

ア
キ

飲
め
る
口
ネ
オ
ン
に
引
か
れ
急
ぎ
足 　

本
田
長
久
子

　
　
　

「
言
い
訳
」

言
い
訳
は
し
な
い
ド
ラ
マ
の
好
い
男 

清
川
み
ど
り

遅
刻
し
て
交
通
渋
滞
言
い
訳
に 

古
閑
チ
ヨ
ミ

眼
が
合
わ
ぬ
よ
う
に
言
い
訳
妻
に
す
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

失
恋
し
て　

小
説
の
ネ
タ
増
え
ま
し
た 

広
田
み
ど
り

失
恋
し
て　

駆
け
込
む
先
は
美
容
院 

下
山　

千
恵

失
恋
し
て　

激
痩
せ
な
ら
ぬ
激
太
り 

志
垣　
　

光

失
恋
し
て　

又
い
い
人
に
見
染
め
ら
れ 

佐
藤　
　

葵

失
恋
し
て　

死
の
て
思
た
が
止
ま
っ
た 

北
畑　

公
美

失
恋
し
て　

青
春
の
日
の
一
ペ
ー
ジ 

木
村　

陽
菜

失
恋
し
て　

つ
っ
か
い
棒
が
無
う
な
っ
た 

布
田
か
ん
な

失
恋
し
て　

芸
に
磨
き
の
か
か
り
出
し 

平
井
や
よ
い

失
恋
し
て　

親
の
顔
見
て
腹
ん
立
つ 

長
原　

産
賀

失
恋
し
て　

心
の
傷
に
リ
バ
テ
ー
プ 

佐
野
し
ょ
う

失
恋
し
て　

い
っ
そ
尼
で
ん
な
ろ
か
し
ら 

光
永　
　

六

失
恋
し
て　

一
皮
剥
け
た
女ヒ

ト性
と
な
り 

井
元
あ
ざ
み

失
恋
し
て　

又
次
の
恋
探
し
ま
す 

日
高　

美
里

失
恋
し
て　

五
回
も
す
れ
ば
馴
れ
た
も
ん 

上
田　

梅
清

失
恋
し
て　

泡
盛
一
気
し
て
み
た
つ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

弥
生 

〜

梅の花

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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逃
げ
る
２
月
が
走
り
去
り
、
寒
暖

の
差
が
激
し
か
っ
た
今
冬
も
閉
幕
。

３
月
を
迎
え
る
と
、
枯
野
だ
っ
た
風

景
が
日
々
色
め
き
始
め
ま
す
。

　
弥
生
と
は
、
弥
（
い
よ
い
よ
）
生

（
生
い
茂
る
）
の
意
。
春
が
訪
れ
て

花
草
木
の
息
吹
が
あ
ふ
れ
、
世
の
中

が
華
や
ぎ
輝
き
出
し
た
様
子
を
３
月

の
異
名
と
し
た
も
の
で
す
。

　
世
間
を
見
渡
せ
ば
、
卒
業
し
た
り

就
職
し
た
り
で
、
若
者
た
ち
が
未
来

へ
と
続
く
一
歩
を
踏
み
出
す
華
や
い

だ
音
が
聞
こ
え
て
く
る
季
節
。
夢
と

希
望
の
輝
き
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
生

活
が
始
ま
る
３
月
は
、
新
た
に
社
会

の
一
員
と
な
っ
た
責
任
を
い
よ
い
よ

実
感
す
る
出
発
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
夏
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
18
歳
以
上
が
投
票
で
き
る

こ
と
に
。
そ
の
前
に
控
え
る
今
月
の

県
知
事
選
挙
。
新
社
会
人
を
は
じ
め

県
民
み
ん
な
で
、
次
の
熊
本
県
の
未

来
と
大
切
な
あ
な
た
の
１
票
に
つ
い

て
考
え
る
春
と
し
ま
せ
ん
か
。 （
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

麻生原　本田　　歩
あゆむ

　女　貴　宏

船　津　松本　優
ゆ あ

愛　女　圭　司

白　旗　上村　眞
ま

白
しろ

　女　祐　史

田　口　　永陽
ひ ま り

麻里　女　　諒　

早　川　下原　壮
たけ

琉
る

　男　武　司

中横田　江田　　光
ひかり

　女　悦　子

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,263 △８

女 5,845 △４

計 11,108 △12

世帯数 4,303 ２

平成28年１月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

上　揚　北住三十郎　90　三十郎

横　田　竹林　文彦　64　一　彦

白　旗　小山田　實　89　ミキエ

上早川　 田　忠義　87　瑤　子

府　領　児成　幸信　85　千　

田　口　上村　哲雄　84　ルイ子

西寒野　山下アツ子　87　一　明

船　津　山口　良一　65　由美子

南三箇　井手　久雄　84　久　雄

東寒野　島田ミスエ　94　征　

豊　内　甲斐　成喜　90　昭　子

豊　内　水上美知子　88　 　美

津志田　宮住アキ子　88　アキ子

早　川　大隈　スミ　101　德　雄

糸　田　本郷　悦子　90　悦　子

上早川　佐村ルリ子　83　ルリ子

ひとの動き（敬称略）

１月11日（月）～２月10日（水）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① ハクサイ、ショウガ、ザー

サイは千切りにします。

② ネギは斜め薄切りにします。

③ 豚肉は５㍉くらいの細切り

にします。

④ 鍋を中火に掛けて十分に熱

したら豚肉を炒めて油を出さ

せます。

⑤ 次にショウガ、ザーサイ、

ネギの順に炒め、最後にハク

サイを加えて大きく混ぜたら、

中華だし汁を注ぎ入れ、フタ

をして３分ほど火を入れま

しょう。アクが出たら丁寧に

取りましょう。

⑥ 塩で味を調え、しょう油で

味を引き締めます。最後にゴ

マ油を１垂らししていい香り

を付ければ出来上がりです。

◎ショウガは調理したものを食

べると抗酸化作用、消炎効果、

鎮痛効果などが高くなるそう

です。体調を整えたいときに

は特におすすめです。

　　薬味や料理の下ごしらえ、

お菓子と多用途で、世界中で食

べられているショウガ。食べる

と体が温かくなるのは、血行を

良くするジンゲロールという成

分のおかげだそうです。

　風邪の引き始めなどには、ハ

チミツを入れたショウガ湯で体

を温めるといいですよ。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ハクサイとショウガのあったか汁

ご存知ですか？
ご結婚おめでとう

marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　豊　内　野田　　優

　　妻　熊本市　緒方　麻美

　　夫　緑　町　中川　欣昭

　　妻　合志市　中村　依子

　　夫　下横田　松永　　涼

　　妻　合志市　石火矢　舞

　　夫　府　領　竹永　柾嗣

　　妻　福岡県　井澤　千尋

［

材料－４人分－

ハクサイ……………… ４～５枚
ショウガ…………… 親指大２個
豚バラ薄切り………… ２～３枚
ザーサイ……………… 大さじ１
ネギ ……………………… 1/2本
中華だし汁…………… ３カップ
しょう油……………… 小さじ２
塩…………………… ふたつまみ
ゴマ油………………… １垂らし

［

［

［



　「
今
夏
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
若
い
人
た
ち
に

も
っ
と
選
挙
や
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
票
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
語
る

の
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
を
務
め
る
益
田
信
篤
さ
ん
（
下

田
口
区
）。

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
市
町
村
な

ど
に
設
置
さ
れ
る
行
政
委
員
会
の

1
つ
で
、
選
挙
を
管
理
す
る
機
関
。

同
委
員
会
は
４
人
の
委
員
で
組
織

さ
れ
、
委
員
は
当
該
自
治
体
の
選

挙
権
を
有
す
る
者
で
、
人
格
が
高

潔
で
政
治
や
選
挙
に
関
し
て
公
正

な
識
見
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か

ら
、
議
会
に
お
け
る
選
挙
で
選
ば

れ
る
。
益
田
さ
ん
は
今
年
１
月
に

選
管
委
員
長
と
な
り
、
任
期
４
年

に
わ
た
り
町
の
選
挙
な
ど
に
関
す

る
事
務
な
ど
を
執
り
行
う
。

　「
本
町
だ
け
で
な
く
、
全
国
的

に
選
挙
で
の
投
票
率
が
下
が
っ
て

い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
選
挙
権

年
齢
の
引
き
下
げ
で
、
若
い
人
た

ち
に
も
社
会
の
一
員
で
あ
り
担
い

手
で
あ
る
こ
と
へ
の
意
識
と
責
任

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
、
若
い
力
に
期
待
す
る
益
田
さ

ん
。「
こ
れ
か
ら
若
い
皆
さ
ん
は
、

就
職
し
て
社
会
に
出
た
り
、
結
婚

し
た
り
家
庭
が
で
き
て
子
ど
も
が

で
き
た
り
す
る
な
ど
、
歳
を
重
ね

る
ご
と
に
責
任
を
追
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
々
が
忙
し
い
と
選
挙

や
政
治
に
関
心
を
持
つ
の
は
難
し

い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
身
近
な

こ
と
か
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
、

ニ
ュ
ー
ス
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら

積
極
的
に
情
報
を
取
り
入
れ
、
世

の
中
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
大

切
な
１
票
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
投
票
を
呼
び
掛
け
る
。

　「
ま
た
、
若
い
人
た
ち
だ
け
で

な
く
、
幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が

選
挙
へ
の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
に

普
段
か
ら
社
会
の
こ
と
な
ど
を
話

し
合
う
な
ど
、
皆
さ
ん
に
心
掛
け

て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
希
望
す
る
。

　
今
月
27
日
（
日
）
は
熊
本
県
知

事
選
挙
、
夏
に
は
参
議
院
選
挙
が

行
わ
れ
る
。
益
田
さ
ん
は
、「
選

管
委
員
４
人
で
協
力
し
て
、
明
る

い
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
た
い
」
と
、
未
来
へ

と
続
く
選
挙
で
の
投
票
を
促
す
。
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こうさ広 報

若
者
を
は
じ
め
幅
広
い
世
代
で

明
る
い
選
挙
で
未
来
に
１
票
を

ますだ のぶあつ / 町選挙管

理委員会委員長。今年１月か

ら同職を務め、町の選挙事務

や最高裁判所裁判官の国民審

査事務などを執り行う。

〔下田口区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

益田 信篤さん
Masuda Nobuatsu


